
３学年（前期） 数学科 評価･評定計画

学習単元･内容 学習のポイント
●１章 多項式 ○単項式と多項式の乗法、除法及び多項式と多項式の乗法は、分配
式の乗法・除法 法則を用いることで計算できる。
式の展開 ○式の展開の意味を理解し、多項式の積を展開するときよく利
乗法公式 用される式は、公式として覚えることができる。
素因数分解 ○素数、因数、素因数、素因数分解という用語の意味を理解し、
因数分解 素数でない自然数は素数の積で表すことができる。
公式による因数分解 ○多項式の因数、因数分解の意味を理解し、因数分解は式の展
式の利用 開の逆の演算となるこを理解する。

○乗法公式は、逆にみれば因数分解の公式とみることができことを理
解し、因数分解の公式を用いて因数分解ができる。
○乗法公式が数の計算にも利用できることを知り、公式を利用
して数の計算ができるようにする。

●２章 ○平方根の必要性に気づき、平方根の意味を学習します。
平方根 ○平方根は根号（√）で表されることを知り、根号（√）の使
平方根の大小 い方に慣れるようにする。
平方根の乗除 ○平方根の大小は、根号（√）の中の数の比較により２つの数
平方根の加減 の大小が分かることを学習します。

○平方根の加減や乗除の計算のしかたを理解し、それらの計算
ができるようになる。

●３章 ○２次方程式、２次方程式の解、２次方程式を解くことの意味
２次方程式とその解 について学習する。
因数分解による解き方 ○因数分解を利用した２次方程式の解き方について理解し、そ
平方根を利用した解き方 れを用いて２次方程式が解けるようになる。
２次方程式の利用 ○２次方程式が、平方根を利用して解くことができること

を理解する。
○２次方程式を使って、いろいろな問題を解決できる。

評価･評定について
関心・意欲・態度 見方・考え方 表現・処理 知識・理解

観点の割合 ２５％ ２５％ ２５％ ２５％
評価事項 ファイル提出 レポート評価 小テスト 小テスト

ワーク提出 定期試験 定期試験 定期試験
ノート提出 授業取り組みプリン ワーク内容 夏休み課題内容
レポート提出 ト
週末課題提出
夏休みの課題提出
発表・授業態度など

備考
・ワークや数学ファイルの提出は事前に確認印を押してもらって提出します。
・提出物は期限を守って必ず提出しましょう。
・授業で取り組んだプリントはファイルにとじておきましょう。ファイル提出のとき確認します。
・レポートの評価は、内容の評価と提出期限が守れたかの２つの観点で評価します。
・定期試験・小テストや提出物，授業での取り組みなどがほぼ100％であれば評定が９およ
び10となります。また，評価・評定のための資料がほとんど得られなかった場合は２ある
いは１となります。



３学年（後期）数学科 評価･評定計画

学習単元･内容 学習のポイント
●４章 関数ｙ＝ａｘ

２
○具体的な事象の中から，ともなって変わる２つの数量を取り出し，２乗に

関数ｙ＝ａχ
２

のグラフ 比例する関係になっているかどうかを考え、その関係を表せる。 （表、式、

グラフ）

関数ｙ＝ａχ
２

の値の変化 ○変化の割合をもとに、２乗に比例する関数の変化の様子について

学習する。また、２乗に比例する関数の考え方が活用できるように

関数ｙ＝ａχ
２

の利用 なる。

●５章 相似な図形 ○図形の拡大・縮小する操作を通して相似の意味を理解し、相似な

図形の性質について理解する

三角形の相似 ○２つの三角形が相似になるためにはどんな条件が必要か理解し表

現できる。

○三角形の相似条件を用いて、簡単な図形の性質の証明ができるよ

うになる。

平行線と比 ○三角形の１辺に平行な直線が他の２辺と交わるとき、それぞれの

交点は、その２辺を等しい比に分けることができる理解し、それを

用いて辺の長さを求めることができる。

相似な図形の面積と体積 ○直接は測ることが困難な長さや高さは、縮図を利用して求めるこ

とができるようになる。

●６章 三平方の定理 ○直角三角形の３辺の長さの間には、ある関係（三平方の定理）が

成り立つことを見いだし、それが証明できるようになる。

三平方の定理 ○三平方の定理を用いて、直角三角形の２辺の長さから残りの１辺

の長さを求めることができるようになる。

○三平方の定理を用いて、平面図形や立体図形の長さや高さなどを

三平方の定理の利用 求めることができる。

●７章 円 ○円周角と中心角の関係や円周角の意味や円周角の定理
円周角の定理 を理解する。

○円周角の定理を用いて角の大きさを求めたり、図形の
性質を考察したりすることができるようになる。

円と直線 ○円と接線との関係を円周角の定理や接線の性質などを
用いて図形の性質を考察できるようになる。

●標本調査 ○全数調査と標本調査の意味や標本調査の方法について
理解し、実際にやってみることができる。

復習問題

○これまで学習したことを復習し、理解が不十分なことをしっかりと補

っていく。

評価･評定について

関心・意欲・態度 見方・考え方 表現・処理 知識・理解

観点の割合 ２５％ ２５％ ２５％ ２５％

評価事項 ワーク提出 レポート評価 小テスト 小テスト

ノート提出 定期試験 定期試験 定期試験

レポート提出 授業取り組みプリント ワーク内容 冬休み課題内容

週末課題

授業取り組みプリント提出

冬休みの課題提出

発表・授業態度など

※ 単元によっては，観点の割合が±５％程度変動することがあります。

評定 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

人数


